
 

 

平成 26 年度厚生労働科学研究補助金 PJ「就業状態の変化と積極的労働市場政策に関する研究」 

厚生労働省 21 世紀縦断調査を用いた研究報告会 

 

 前略 

平成 26 年度厚生労働科学研究補助金 PJ「就業状態の変化と積極的労働市場政策に関する研究」（代表：

山本勲慶大教授）の一環として、下記のとおり、厚生労働省 21 世紀縦断調査を用いた外部研究者による

研究報告会を開催いたします。ご多用の折とは存じますが、奮ってご参加いただきますようお願い申し

上げます。 

草々 

 

記 

 

場所： 慶應義塾大学三田キャンパス 第１校舎１０７号室 

時間： １３:００～１４：３０ 

 

10 月 20 日（月） 「育児支援策の普及実態と育児支援策が出生行動に与える影響」 

   戸田淳仁 氏（リクルートワークス研究所 研究員） 

 

10 月 27 日（月） “Gender Differences in the Impact of Family Caregiving on Caregivers’ Mental 

Health” 

   熊谷成将 氏（近畿大学 教授） 

 

11月 10日（月）“Are Television and Video Game Really Harmful for kids?”(with Tomohiko Inui, 

Wataru Senoh, and Takeshi Hiromatsu) 

 

｢子どもはテレビやゲームの時間を勉強時間とトレードするのか 

--小学校低学年の子どもの学習時間の決定要因--｣（共著：松岡亮二、乾友彦） 

中室牧子 氏（慶應義塾大学 准教授） 

 

12月 8日（月） 「新生児体重と幼児期における発達状態の現代的特徴｣ （共著：川口大司） 

  野口晴子 氏（早稲田大学 教授） 

 

12 月 15 日（月） 「TBA」 

  中嶋邦夫 氏（ニッセイ基礎研究所 主任研究員） 

以 上 


